

  合掌　春陽八日、大聖釈尊降誕花祭りの日に当たり、父○○七七日忌法要と胸像開眼除幕式を営むことが出来ました。まことに感慨無量なるものがございます。
さて、過日葬儀に際しましては、御懇篤なる御弔詞ならびに格別なる御厚志を賜り、厚く御礼申し上げます。
生前における皆様の限りない御厚情に、故人もさぞかし感謝感激しているものと存じます。
ついては、皆様から霊前に賜りました御香典に対し、いちいち返礼いたすのが本意でございますが、○○○○の御提案に甘え、胸像作製の資にあてさせていただきました。
お陰様で見事に完成し、背面にその御芳志を彫み、故人のおもかげとともに永く記念といたします。右、あわせて御礼申し上げます。
いずれ、日をあらためて、故人になんらかゆかりのある心ばかりの品をお送り申し上げたいと存じます。




なお、御心配いただきましたが母も去る○日、一ケ月ぶりに退院いたしました。
今後は、家族一同○○を中心に故人の精神を継承し、○○高揚に精進する覚悟でおります。なにとぞ各位の変らざる御支援をお願い申し上げます。
親しく拝眉のうえ御礼申し上げるべきところ略儀ながら書中をもって、
右御礼申し上げます。　　　　　　　　
  　　年　月　日
[bookmark: _GoBack]
○　○　○　○　
一　同　
24_七七日忌御礼_03_2号2折

